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第 4 章では，クリッピング型相関分光法が取り上げられ，第 2 章における母関数を用いることによ
り相関量の解析が行なわれ， さらに従来の装置の問題点を解決した分光器が試作された。また偶然相
関量の決定にパルスの計数値を用いる方法が提案され，従来の方法との精度の比較が行なわれ，その
有効性が理論的，実験的に明らかにされた。
結論では，以上の総括が述べられている。
論文の審査結果の要旨
本論文は非常に狭いスペクトル幅を正確に測定する方法の研究が目的で，定量性をもった光子統計
理論の確立と新しい光子統計分光手法および装置の開発についての研究を述べたものである。
まず，光電子パルスの時間々隔分布を取り上げ実験値が理論値に一致することを明かにし，その分
布から直接スペクトル幅が求められることを示した。次に回路の不感時間による計数損失を利用した
分光法を提案し，測定装置を試作し，複数個の不感時間回路をもつものがより有効なスペクトル幅測
定方法であることを明らかにした。最後にクリッピング型相関分光法の研究も行っている。
これらの研究により極めて狭いスペクトル幅が正確に求められるようになったことは，基礎的研究
は勿論工学的にも寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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